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牛群検定の利活用などについて、解説記事を掲載しています。

１ 全酪新報 ８月１日号 全国酪農協会
牛群検定ワンポイントレッスンその８６ ケトン体、栄養状態の目安に
新しい乳成分値BHBを使って、ケトーシスをチェック！

２ ＬＩＡＪニュ－ス７月号 （一社）家畜改良事業団
新しい牛群検定成績表について（その６７）乳中ケトン体について
新しい乳成分値BHBの情報提供が開始されます。

検定成績表見方 検索

乳中ケトン体ってなんだろう
本紙において前回乳中ケトン体という新しい乳成分値が牛群検定で活用開始されるとお知らせし

たところ、「これは何者か？」と問い合わせを頂いております。前回は活用を中心に紹介しましたが、
今回は更に詳しく掘り下げ紹介します。
乳用牛は分娩後の急激な泌乳量の増加に対し採食量が伴わず、栄養不足状態となることが多く、

ケトーシスを発症する事例もあることが知られています。下図に、そのメカニズムを示しました。
栄養不足であれば、牛体は削痩します。削痩という言葉を詳しく解説すると、蓄えられたエネルギ
－を取り出すために体脂肪（いわゆる贅肉、中性脂肪）が分解されることを言います。分解された
中性脂肪は遊離脂肪酸（NEFA と呼ばれます）となり、血液中を流れて肝臓に到着します。ここで、
通常であればエネルギ－が取り出されます。ところが、極端に激ヤセすると、遊離脂肪酸がドンド
ン肝臓に運ばれてくるため、肝臓のエネルギ－処理能力を超えてしまいます。処理しきれなくなっ
た遊離脂肪酸は、図示したような変化を経て、ケトン体という物質になります。逆に言えば、ケト
ン体が多いと言うことは、栄養不足であることを意味するわけです。そして、極端に増えてしまっ
た場合が、ケトーシスと呼ばれる病気となります。栄養不足の状態から、更に乳量が低下し、飼料
効率が低下します。第四胃変位や乳房炎、繁殖障害等を継発することも知られ、低カルシウム血症
と並んで、分娩後の泌乳初期の重要な飼養管理ポイントのひとつです。 （詳しくは上述のＬＩＡ
Ｊニュ－ス７月号をごらんください）

乳中ケトン体には種類があります。
牛群検定ではそのうちのＢＨＢ（β
ヒドロキシ酪酸）が 0.13ｍＭ／Ｌ（ミ
リモルパーリットル）以上の場合に、
栄養不足としてケトーシスが疑われ
る目安としています。

新しい乳成分値になりますので、
乳成分の分析所のご協力が必須とな
ります。今後、準備が整った分析所
から、乳中ケトン体デ－タの提供を
開始します。当面は乳成分速報とし
て繁殖台帳ＷｅｂシステムやＦａｘ、
メ－ル等でお知らせする予定です。
なお、これから乳成分速報を希望

される場合は、送信料などの実費が
発生しますので、別途申し込みが必
要です。最寄りの検定組合にお問い
合わせください。
令和２年７月末時点で、ＢＨＢの測
定が出来る乳成分の分析所は東北、
関東、中国、九州です。



～～～牛群検定！点検シ－ト（その２９ 夏季の初産牛）～～～

お手許の検定成績を使いながら牛群管理の点検を行います。極簡単なものなので、これを機会に検定員
といっしょに確認を行いましょう！今回は夏季の初産牛の見方です。

農家コ－ド 氏名

・検定成績表を参考にチェックしましょう！
下図の成績表(個体成績）の７、８、９月において、初産牛に▼がついていませんか？
Ｙｅｓ Ｎｏ
→Yes
少しいる ： ７、８、９月の乳量減は、暑熱のためと考えがちですが、初産牛は暑熱に比較的強い

ものです。原因が別の所にある可能性が高いので、良く観察しましょう。
沢山いる ： 初産も２産以上も乳量減であるならば、抜本的に暑熱対策を見直す必要があります。

夏バテは、食い込みが悪くなるところから始まります。下図によると初産牛は平均気温３０
℃でも大きく食い込みが落ちることはありません。初産牛の場合、夏季であっても送風などが
正しく行われていれば、本来、乳量や繁殖への影響は少ない傾向になります。初産牛の成績が
思わしくない場合は、暑熱のせいにせず、飼養管理などを再点検してみましょう。
平均気温とは、日中３０℃以上でも、夜間に３０℃より大きく下がれば平均３０℃以下とな

ります。夏季でも最低気温が２２℃まで下がると乳量減少は軽減すると言われています。
熱帯夜は夜間送風も必要です。

暑熱の影響は
初産は２３℃、
２産以上は２１℃
から出ると言わ
れています。
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